
森林づくりの担い手対策に関する検討会による提言書の概要

１ 提言の趣旨

森林づくりを担う人材の育成・確保に係る取組を一層強化するため、取り組むべき具体
的な対策について、学識経験者や林業関係者等からなる「森林づくりの担い手対策に関
する検討会」において、検討した結果を道に対する提言書として取りまとめたもの。

２ 林業担い手の現状と最近の情勢

・林業従事者数は横ばいで推移、今後減少が懸念される。
・技術力を示す客観的な指標となる技能検定制度が林業職種において新設。
・林業･木材産業に係る在留資格の制度改正。特定技能制度に林業が追加されるなど、
外国人材活用に向けた制度が整備。

・北森カレッジ開校から５年間が経過。教育基本方針に基づく即戦力となる人材の育成、
企業等の中核を担う人材を育成しているが、入学生確保の取組については強化が必要。

・企業アンケートを実施。「従業員教育のため北森カレッジに通わせたいが、2年間は長い」
という意見あり。

林業従事者の推移

出典：「林業労働実態調査」
３ 課題と取組

道が取り組むべき施策直面する課題
新規就業者の確保

新規就業者の確保
・職業としての林業の認知度が低く、幅広い
世代に向けて、情報発信などが必要

・就職先として認識されるようＳＮＳ等で林業
の魅力発信

・木育活動と連携しながら、小・中学生に対し
積極的に林業をＰＲ

人材の育成

技術力の向上
・労働災害の防止や技能に見合った処遇改善の
ため、客観的に示される技術力が必要

・地域での出張研修の実施

北森カレッジにおける人材育成

魅力の向上

・卒業生が即戦力となる技術力の担保が必要
・40歳以上でも採用する企業ニーズへの対応
が必要

・短期間での基礎的技術習得を求める企業の
声への対応が必要

・カリキュラム充実と林業技能検定受検促進
・入学年齢上限を50歳へ引き上げ
・企業推薦者向け１年制コースの設置

林業従事者の定着

就業環境の改善
・林業の給与水準の低さ、労働環境の厳しさ
などが離職の要因

・若手従事者によるネットワークづくりの取組
への支援

・地域活動等への参加といった交流の促進

労働安全の向上 ・全産業の中でも労災発生率は依然として
高く、労働災害の撲滅が重要

・技能検定の活用による技術の向上
・中堅・ベテランや小規模事業者に対するリス
キリング環境の整備

・対象者に応じた効果的な手法や発信内容の
整理、PRの体系的な展開

・各地域協議会と連携した入学者確保の取組
強化

・各地域からの企業推薦入学の促進
・地域実習の充実、地域と企業の魅力ＰＲ

・幅広い層を対象に北森カレッジの認知度向
上を図る必要

・卒業生の全道各地への就業に向けた一層
の取組が必要

認知度の向上

各地域への人材輩出

若手従事者の支援

経営力の強化
・就業環境の改善には資金が必要であり、収
益を向上させる体制づくりを進める必要

・職場や地域での孤立化を防ぐことが必要

・経営規模の拡大やコスト意識を持った従業
員の育成による経営力の強化の促進

・WLBに配慮した就業環境改善への支援
・就業前に林業の労働環境の理解を図る取組

・技能検定の活用促進

・小規模事業者では従業員研修を受けさせる
余裕がない

外国人材の活用

林福連携の取組 ・危険を伴う重労働の作業が多く、障がいの
程度に応じた作業内容とする必要

・ノウハウの少なさなどから受入に慎重な事
業体が多い

・就業希望者と事業者のニーズのマッチング
の実施

・セミナーの開催など積極的な情報提供

従業員研修
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